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令和 7 年 10 月 電子カルテ更新案内 （Ｖｅｒ：３．２５．３９） 

1. 画面全体の文字を太字にできるオプション機能を追加しました 

文字が小さく見づらいというご要望に対応し、システム全体の文字表示を太字に変更するオプション機能を追加

しました。この設定を有効にすることで、情報の視認性向上が期待できます。 

 

また、このオプションを有効にすることで、カルテの処方処置欄の文字を太字で入力することも可能となります。 

 

【ご注意：太字表示となる対象範囲と仕様】 

このオプションを有効にした場合、以下の画面の表示がすべて太字になります。（初期設定では無効です） 

ログイン画面：インフォメーション欄 

受付一覧画面：患者名や情報 

カルテ画面：SOAP、処方処置など全ての表示 

 

【重要】カルテ登録後の仕様 

このオプションが ON の状態で FSOAP 欄に内容を登録した場合、その内容は太字の書式として保存されます。

そのため、カルテ登録後にオプション設定を OFF に戻しても、該当の FSOAP 欄の文字は太字のまま残りますの

でご注意ください。 

 

<オプションの設定方法> 

① 受付画面右上の       をクリック 

② [保守] → [画面制御] → [カルテ関係 2] を選択 

③ [全体太字] で [ ON ] を選択 

④ [登録] → [ OK ] → [ 戻る ] 

⑤ シンプティを終了して、アイコンから起動 ※PC 再起動は不要です。 

 

＜オプション OFF＞                ＜オプション ON＞ 

 



2 

 

2. Ｓセット登録の初期表示（チェックあり／なし） 

Ｓセット登録機能で「病名」「ＳＯＡＰ」「診療行為」の初期表示（チェックあり／なし）をユーザーごとに設定

できるようになりました。 

 

<オプションの設定方法> 

① 受付画面右上の       をクリック 

② [保守] → [画面制御] → [カルテ関係 2] を選択 

③ [S セット登録の初期表示] で各項目の [チェックあり／なし] を設定 

④ [登録] → [ OK ] → [ 戻る ] 

 

例）病名と SOAP を「チェックなし」に設定 

 

 

カルテ画面で「S セット登録」をクリックすると、診療行為にのみチェックが入るようになります。 
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3. 院内・院外処方が混在する場合の安全性を強化しました 

1. カルテ登録時にメッセージを表示する 

院内処方と院外処方が混在しているカルテを登録しようとした際、以下のメッセージが表示されます。 

「院内処方と院外処方の入力が混在しています。よろしいですか？」 

・ 「はい」をクリックすると、そのまま登録されます。 

・ 「いいえ」をクリックすると、カルテ画面に戻ります。 

 

 <オプションの設定方法> 

① 受付画面右上の       をクリック 

② [保守] → [画面制御] → [カルテ関係] を選択 

 

③ [ 院内院外入力確認オプション ]（2 列目の一番下）で [ ON ] を選択 

   

 

2. 院外処方の背景色を灰色に変更する 

カルテに院外処方を入力した際、その行の背景色が灰色で表示されるようになりました。 

従来は、院内・院外ともに背景色が白色で、区分タイトル行の（内）・（外）表記で判別していましたが、

背景色の変更により、入力時点で院外処方を視覚的に識別しやすくなりました。 

 

<オプションの設定方法> 

① 受付画面右上の       をクリック 

② [保守] → [画面制御] → [カルテ関係２] を選択 ※[カルテ関係]と[カルテ関係２]は別タブです。 

③ [ 院内区分背景色変更オプション ] で [ ON ] を選択 
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4. Ｓセットのフォルダ移動順がカルテに反映されない不具合などを修正しました 

5. 検査結果（Mk-II）の機能を改善しました 

・結果取込の確認画面に患者番号を追加しました。 

・結果削除機能で、初期値を「全削除」から「範囲選択」に変更しました。 

 


